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小美玉市地方就職学生支援金交付要綱 

 

 （趣旨） 

第１条 この告示は、茨城県まち・ひと・しごと創生総合戦略及び小美玉市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略に基づき、東京圏（埼玉県、千葉県、東京都

及び神奈川県をいう。以下同じ。）の大学又は大学院（以下「大学等」とい

う。）を卒業して、茨城県内に所在する企業に就職するため、本市に移住す

る見込みの者に対し、予算の範囲内で、地方就職学生支援金（以下「支援金」

という。）を交付することに関し、わくわく茨城生活実現事業、茨城就職チ

ャレンジナビ事業、茨城県地方就職学生支援事業及び地域課題解決型起業支

援事業実施要領（令和元年５月 29 日付け計推第 40 号）及び小美玉市補助金

等交付規則（平成 18 年小美玉市規則第 41 号。以下「規則」という。）に定

めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

 （支援金の交付対象者） 

第２条 支援金の交付の対象となる者は、就職活動（採用試験又は面接試験に

限る。）のため、公共交通機関を利用したものであって、次に揚げる要件の

全てを満たすものとする。 

(１) 移住元に関し、次に掲げる要件の全てに該当すること。 

ア 大学又は大学院の卒業・修了年度において、東京都内に本部がある大

学等の東京圏内（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県内で条件不利地域を

除く）(以下「東京圏内（条件不利地域を除く）」という。）のキャンパス

に原則４年以上通学し、当該大学等を卒業・修了していること。ただし、

在学中の場合も対象とする。 

イ 大学等の卒業・修了年度において、東京圏内（条件不利地域を除く）

に継続して在住していること。 

(２) 移住先に関し、次に掲げる要件の全てに該当すること。 
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ア 卒業年度に茨城県内に所在する企業から内定を得ており、大学等を卒

業した後に当該内定した企業に就職していること。ただし、在学中の場

合は、当該内定した企業に就職する意思を有していること。 

 イ 就職のため、市内に移住していること。ただし、在学中の場合は、就 

職のため、市内に移住する意思を有していること。 

  ウ 申請時において、前号アに規定する大学等を卒業・修了している場合 

は、当該卒業・修了してから１年以内であること。 

(３) 就業に関し、次に掲げる要件の全てに該当すること。 

 ア 就業先に関し、次に掲げる要件の全てに該当すること。 

 （ア） 勤務地が茨城県内に所在する企業等に大学又は大学院を卒業・修

了してから１年以内に就職していること。ただし、在学中に申請する

場合は、申請時において、就業開始予定日が１年以内であること。 

 （イ） 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和 23 年法

律第 122 号）に定める風俗営業者でないこと。 

 （ウ） 暴力団等の反社会的勢力又は反社会的勢力と関係するものでない

こと。 

（エ） 官公庁等（第３セクターのうち、地方公共団体から補助を受けて

いる法人を除く。）ではないこと。 

  （オ） 内定者の３親等以内の親族が代表者、取締役等の経営を担う職務

を務めている法人その他の団体でないこと。 

  イ 就業条件に関し、次に掲げる要件の全てに該当すること。 

  （ア） 週 20 時間以上の無期雇用契約に基づく就業であること。ただし、

在学中に就職活動等に係る経費を申請する場合は、週 20 時間以上の無

期雇用契約に基づいて就業する見込みであること。 

  （イ） 市から通勤が可能な地域への勤務地限定型社員としての採用であ

ること。ただし、在学中に申請する場合は、市から勤務が可能な地域

への勤務地域限定型社員として採用予定であること。 
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（４） 次に掲げる要件の全てに該当すること。 

  ア 暴力団等の反社会的勢力又は反社会的勢力と関係を有する者でないこ

と。 

  イ 日本の国籍を有する者であること又は外国の国籍を有する者であって、

永住者、日本人の配偶者等、永住者の配偶者等、定住者若しくは特別永

住者のいずれかの在留資格を有する者であること。 

  ウ その他茨城県知事又は市長が支援金の対象として不適当と認めた者で

ないこと。 

 （支援金の額） 

第３条 支援金の額は、４，２６０円とする。ただし、内定先企業から交通費

の支給があった場合は、その額を差し引いた額とする。 

 （支援金の交付申請） 

第４条 申請者は、市長が指定する日までに、小美玉市地方就職学生支援金交

付申請書（様式第１号）に次に掲げる書類を添付して、これを市長に提出し

なければならない。 

（１） 写真付き身分証明書等の本人確認ができる書類の写し 

（２） 交通費の領収書その他の就職活動の際に公共交通機関を利用したこ

とを確認することができる書類 

 （３） 卒業証明書又は修了証明書。だたし、在学中に申請する者について

は在学証明書 

 （４） 住民票の写し又はその他の現住所を確認することのできる書類 

 （５） 内定証明書（様式第２号） 

 （６） その他第２条に規定する要件を満たすことを証する書類として市長

が必要と認める書類 

２ 支援金の申請は、１回限りとする。 

 (支援金の交付決定) 



4/13 

第５条 市長は、前条の規定による申請があった場合には、その内容を審査し、

当該申請があった日から起算しておおむね 15 日以内に、支援金の交付の適否

の決定を行うものとする。 

２ 市長は、前項の規定により支援金の交付の適否の決定をしたときは、速や

かに、小美玉市地方就職学生支援金交付(不交付)決定通知書(様式第３号)に

より、その旨を当該申請者に通知するものとする。 

(実績報告及び額の確定) 

第６条 規則第７条に規定する実績報告については、第４条に規定する申請書

の提出をもって実績報告があったものとみなす。 

２ 規則第８条第１項の規定による額の確定による通知は、前条第２項に規定

する通知書をもってこれに代えられるものとする。 

（支援金の請求） 

第７条 第５条第２項の規定により支援金の交付決定を受けた者（以下「交付

決定者」という。）が、支援金の交付を受けようとするときは、小美玉市地

方就職学生支援金交付請求書(様式第４号)を市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による請求があったときは、速やかに、交付決定者に

対して支援金の交付を行うものとする。 

 （報告及び立入調査） 

第８条 市長は、茨城県地方就職学生支援事業の適切な実施を確保するため必

要があると認めるときは、交付決定者に対し報告を求め、又は立入調査を行

うことができる。 

(交付決定の取消し) 

第９条 市長は、交付決定者が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、

当該支援金の交付の決定の全部又は一部を取り消すものとする。ただし、内

定企業の倒産、災害、病気等のやむをえない事情として市長が認めた場合は、

この限りでない。 

（１） 虚偽の申請であることが明らかとなった場合 全額 
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（２） 在学中に交通費を申請した者が、申請日から１年以内に要件を満た

す就業先への就業を行わなかった場合 全額 

（３） 在学中に交通費を申請した者が、申請日から１年以内に本市へ転入

しなかった場合（申請時に既に市に住民票がある場合は除く） 全額 

（４） 就業開始日から１年以内に要件を満たす就業先を辞した場合（退職

日から３か月以内に県内の別の企業に就業する場合を除く） 全額 

 （５） 本市ヘの転入日又は要件を満たす企業等への就業開始日のいずれか

遅い日から３年未満で転出した場合 全額 

 （６） 本市への転入日又は要件を満たす企業等への就業開始日のいずれか

遅い日から３年以上５年以内に転出した場合 半額 

 （支援金の返還） 

第 10 条 市長は前条の規定により交付決定の全部又は一部を取り消した場合

は、当該交付決定者に対し、小美玉市地方就職学生支援金交付決定取消・返

還通知書（様式第５号）によりその旨を通知するとともに、既に支援金を交

付している場合にあっては、期限を定めて当該支援金の返還を命ずるものと

する。 

第 11 条 この告示に定めるもののほか、支援金の交付に関し必要な事項は、市

長が別に定める。 

 

附 則 

この告示は、公布の日から施行し、令和６年４月１日から適用する。 
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様式第１号(第４条関係) 

年  月  日   

小美玉市長        様 

 

小美玉市地方就職学生支援金交付申請書 

 

小美玉市地方就職学生支援金の交付を受けたいので、関係書類を添えて申請し

ます。 

 

１．申請者欄 

ふりがな  生年月日 

氏名  年  月  日 

住所 
〒 電話 

番号 
 

メールアドレス  

卒業（予定）大学・大

学院及び学部・専攻科 
 

２．就職活動の訪問先 

訪問先 
企業名  

所在地  

面接・試験日   年   月   日 
内定日・就業

開始日 
  年  月   日 

３．移動経路（往復） 

日付 交通機関の名称 
出発地 到着地 

費用 
（駅名・バス停名等） 

          円 

          円 

    円 

    円 
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４．添付書類 

 （１）別紙「小美玉市地方就職学生支援金の交付申請に関する確認書」 

（２）写真付き身分証明書等の本人確認ができる書類の写し 

 （３）交通費の領収書その他の就職活動の際に公共交通機関を利用したこと 

を確認することができる書類 

 （４）在学証明書 

卒業後の申請の場合は卒業証明書又は修了証明書 

 （５）住民票の写し又はその他の現住所を確認することのできる書類 

 （６）内定・採用証明書（様式第２号） 

 （７）その他第２条に規定する要件を満たすことを証する書類として市長が 

必要と認める書類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



8/13 

別紙 

小美玉市地方就職学生支援金の交付申請に関する確認書 

 

１ 茨城県及び小美玉市から支援金に関する報告及び立入調査を求められた場合

には、それに応じます。 

２ 個人情報の取扱い（注１）に記載された内容について同意します。 

３ 交付申請日から５年以上継続して、小美玉市に居住する意思があります。 

４ 就業先の代表者又は取締役等の経営を担う者は、３親等以内の親族に該当し

ません。 

５ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律に定める風俗営業者ではあり

ません。 

６ 暴力団等の反社会的勢力又は反社会的勢力との関係を有する者ではありませ

ん。 

７ 次の（１）から（６）までのいずかに該当した場合には、小美玉市地方就職

学生支援金交付要綱第９条の規定により、支援金の全額又半額を返還します。 

（１）虚偽の申請であることが明らかとなった場合：全額 

（２）在学中に交通費を申請した者が、申請日から１年以内に要件を満たす就業先へ

の就業を行わなかった場合：全額 

（３）在学中に交通費を申請した者が、申請日から１年以内に本市へ転入しなかった

場合（申請時に既に市に住民票がある場合は除く）：全額 

（４）就業開始日から１年以内に要件を満たす就業先を辞した場合（退職日から３か

月以内に県内の別の企業に就業する場合を除く）：全額 

（５）本市ヘの転入日又は要件を満たす企業等への就業開始日のいずれか遅い日から

３年未満で転出した場合：全額 

（６）本市への転入日又は要件を満たす企業等への就業開始日のいずれか遅い日から

３年以上５年以内に転出した場合：半額 

 

（注１）茨城県地方就職学生支援事業に係る個人情報の取扱い 

 茨城県及び小美玉市は、茨城県地方就職学生支援事業の実施に際して得た個人

情報について、茨城県及び小美玉市が定める個人情報保護法施行条例等の規定に

基づき適切に管理し、本事業の実施のために利用します。 

 また、茨城県及び小美玉市は、当該個人情報について、他の都道府県において

実施する地方就職学生支援事業の円滑な実施、国への実施状況の報告等のため、

国、他の都道府県又は他の市町村に提供し、又は確認する場合があります。 

 

上記の確認事項について、相違及び異議はありません。 

 

年  月  日  

住 所 

 

氏 名 
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様式第２号(第４条関係) 

内定・採用証明書 
 

以下の者の採用を内定・採用したことについて証明いたします。 

１．内定（採用）者情報 

ふりがな  

氏 名 

生年月日 年   月   日 

２．採用活動情報 

面接・試験日 年   月   日     

実施場所 

会社住所と同じ・それ以外の場所 

（それ以外の場所の場合、住所を記載してください） 

内定日・就業開始日 年   月   日 

交通費支給額 

(交通費を複数回支給している場合は、総額ではなく上記面接・試験日の１日
分について記載してください。支給していない場合は０を記載してください。) 
                    
                  円 

３．就業条件等 

※補助金の受給要件となる項目のため、チェックがない場合は対象外になります。 

                            年  月  日  

所在地                   

事業所名                  

代表者名                  

電話番号                  

担当者名                  

 

（在学中に申請する場合は、以下を申請者が記載してください） 

上記内定を承諾し、小美玉市地方就職学生支援金を申請いたします。 

 

              申請者氏名                  

就業開始日(予定)日 年   月   日 

就業条件 

該当する場合はチェックをつけてください※ 

□ 無期の雇用である 

□ １週間の所定労働時間が 20 時間以上である 

勤務地に関する特記

事項 

該当する場合はチェックをつけてください※ 

□ 転勤・出向・研修等による、市区町村間の住民票の移動が必

要な勤務地の変更がない（勤務地限定型社員である、勤務地

が１か所である等） 
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様式第３号(第５条関係) 

小美玉  第   号 

年  月  日 

様 

 

小美玉市長      

 

小美玉市地方就職学生支援金交付(不交付)決定通知書 

 

年  月  日付で交付申請のあった小美玉市地方就職学生支援金に

ついて審査した結果、下記のとおり決定しましたので小美玉市地方就職学生支援

金交付要綱第５条第２項の規定により通知します。 

 

記 

 

支援金の交付 □ 交付します。 

□ 交付しません。 

(理由) 

 

 

 

 

交付決定額 金            円 

交付の条件 

(１)支援金を受ける権利を第三者に譲渡することはできません。 

(２)小美玉市地方就職学生支援金交付要綱第９条第１項各号に該当するとき認め

るときは、支援金の交付決定を取り消し、既に支援金が交付されているとき

は、その返還を求めます。 
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様式第４号(第７条関係) 

年  月  日 

小美玉市長      様 

交付決定者 住  所                   

氏  名                   

電話番号                   

 

小美玉市地方就職学生支援金交付請求書 

 

年  月  日付小美玉  第   号で交付決定のあった小美玉市

地方就職学生支援金について下記のとおり請求します。 

 

記 

 

請求金額 金            円 

なお、支援金は、次の口座へ振り込んでください。 

※口座名義人は、交付決定者と同一とする。 

※口座番号を確認できる書類（通帳やキャッシュカードの写し等）を添付する。 

 

金融機関名  

支店等名 
本店 

本所 

支店   

支所   

出張所   

代理店 

口座種別 １ 普通(総合)   ２ 当座   ３ その他 

口座番号        ※右詰めで記入してください。 

口座名義人 
(フリガナ) 

 



 

様式第５号(第 10 条関係) 

小美玉  第   号 

年  月  日 

様 

小美玉市長    

 

 

小美玉市地方就職学生支援金交付決定取消・返還通知書 

 

年  月  日付小美玉  第   号で交付決定を行った小美玉市

地方就職学生支援金について、小美玉市地方就職学生支援金要綱第 10 条の規定に

より、下記のとおり交付決定の取消しを通知する。 

 

取消年月日 年  月  日 

取消理由 

 

 

 

なお、既に交付済みの小美玉市地方就職学生支援金について、次のとおり返還

を命ずる。 

 

支援金額 金            円 

返還請求額 金            円 

返還期限 年  月  日 

特記事項 

 

 

 

 


